
第10 回 「地方都市の魅力向上－立地適正化計画」講習会 開催報告
⽇時：令和４年9⽉30⽇（⽊）１４：００〜１７：１５
場所：Zoomミーティング
講師：外尾⼀則（佐賀⼤学名誉教授，北九州市⽴⼤学国際環境⼯学部建築デザイン学科研究協⼒者）
参加者：唐津市都市計画課４名，松野尾仁美（九州産業⼤学・准教授），永家忠司（⼤分⾼専・准教
授），猪⼋重拓郎（佐賀⼤学・准教授）

＜報告＞

第10回講習会においては，交通ネットワークとエリアマネージメント
の2つのテーマを中⼼に解説がなされました.前半では，地域交通の現状
や課題の説明，及び新たなモビリティへの可能性や地域住⺠の協働によ
る取り組み事例の紹介がありました.後半では，地⽅都市中⼼部におけ
る総合的なエリアマネージメントの重要性とその実現に向けた社会的組
織の必要性についてのお話がありました.また，第１回から第10回まで
の総括がありました.

⽂責：松野尾仁美（九州産業⼤学 建築都市⼯学部，E-mail: matunoo@ip.kyusan-u.ac.jp ）



第１０回 公共交通、協働のエリアマネージメント及び全体の
まとめ
１．交通ネットワーク
・地域公共交通活性化
・地域交通フォローアップ・イノベーション
・新たなモビリティサービス
・多様なニーズに応える道路ガイドライン
・⾼齢者の移動⼿段を確保するための事業・制度モデル

２．エリアマネージメント
・⼤都市都⼼部及び地⽅都市中⼼部の都市づくり
・「エリアマネジメント推進マニュアル」

エリアマネージメントの定義、要素、⼿順
・官⺠連携によるまちづくりとエリアマネージメント

都市再⽣特別措置法改正、道路占⽤許可特例、都市利便増進協定、都市公園占⽤許可
特例、

低未利⽤⼟地利⽤促進協定、都市再⽣推進法⼈制度



・エリアマネージメントとBID (Business Improvement District)との関係
⼤阪版BIDのグランフロント⼤阪

・エリアマネジメント活動（都市再⽣推進法⼈）
活⽤できる制度、官⺠連携まちなか再⽣推進事業

３．まとめ
・ ⽴地適正化計画⽬次例（先⾏⾃治体）
・ 全体のまとめ

都市マスの策定における留意点
⽴地適正化計画の策定における留意点
計画策定以後における取り組みの留意点

■資料作成者、連絡先

• 外尾一則；佐賀大学名誉教授、北九州市立大学国際環境工学部建築デザイン学科研究協力者

• メールアドレス; kazu1948nori@gmail.com ,k-hokao@kitakyu-u.ac.jp 

mailto:k-hokao@kitakyu-u.ac.jp


交通まちづくりとエリアマネジメントに対する政策⽀
援研究
●バス路線網の再編・運⾏管理・運営計画と評価システム
「路線別特性評価に基づくバス路線網の再編計画」では，

GISと交通需要予測システムとを統合することによって，路線
の統廃合や運⾏頻度の適正化をシステマティックに実⾏可能
なシステムの開発を⾏った．これによって，熊本都市圏の公
共交通輸送機関ネットワークはゾーンバスシステムに再編さ
れ，運⾏管理・運営が⾏われる．
●交通まちづくりとエリアマネジメント
エリアマネジメントとは，良好な居住環境の形成や魅⼒的

な街並みの創出，商業活動の活性化などによって，その地域
の魅⼒や価値を向上させるための地域の住⺠・地権者・事業
者などによるさまざまな⾃主的取組を⾔う．公共交通利⽤促
進のための継続的モビリティマネジメントと商店街との協働
による交通社会実験の実施や中⼼市街地の活性化のための低
未利⽤地の有効利活⽤⽅策などを提案・実践している．
【熊本⼤学環境共⽣⼯学専攻社会環境マネジメント講座 溝上教授】

地⽅都市の都市づくりの⼿段として交通政策の役割は重要であり，特に都市計画との連
携を主眼とする「交通まちづくり」のアプローチは注⽬される．
・交通まちづくりの草分けであり，様々なまちづくりの⽬標に貢献するための交通の戦略
的アプローチ（原⽥教授）
・富⼭市のコンパクトシティ形成に寄与された、地域に役⽴つ視点からの公共交通の再評
価と都市に活⼒をもたらす交通まちづくり（中川教授）
・交通まちづくりとエリアマネジメントとの連携政策への発展（溝上教授）

作成；永家（⼤分⾼専准教授）
（出典）中川⼤，「まちづくりと公共交通」，京都⼤学

⼯学研究科・低炭素都市圏政策ユニット
（出典）原⽥ 昇 (著), ⽻藤 英⼆ (編集), ⾼⾒ 淳史 (編集) 

「交通まちづくり: 地⽅都市からの挑戦」2015年

（参考）注⽬される交通まちづくりとアプローチ⼿法

https://www.amazon.co.jp/s/ref=dp_byline_sr_book_1?ie=UTF8&field-author=%E5%8E%9F%E7%94%B0+%E6%98%87&text=%E5%8E%9F%E7%94%B0+%E6%98%87&sort=relevancerank&search-alias=books-jp
https://www.amazon.co.jp/s/ref=dp_byline_sr_book_2?ie=UTF8&field-author=%E7%BE%BD%E8%97%A4+%E8%8B%B1%E4%BA%8C&text=%E7%BE%BD%E8%97%A4+%E8%8B%B1%E4%BA%8C&sort=relevancerank&search-alias=books-jp
https://www.amazon.co.jp/s/ref=dp_byline_sr_book_3?ie=UTF8&field-author=%E9%AB%98%E8%A6%8B+%E6%B7%B3%E5%8F%B2&text=%E9%AB%98%E8%A6%8B+%E6%B7%B3%E5%8F%B2&sort=relevancerank&search-alias=books-jp


「エリアマネジメント」や公⺠連携は，下記のような⾃治体において先進的に実践されて
いる．
・都市マネジメントの構成要素としての位置づけ（さいたま市）
・エリア価値向上を⽬指す公⺠連携まちづくりの役割（岡崎市）
・多様なプレーヤーをつなげるエリアマネジメントの仕組みづくり（豊⽥市）
このような実践活動に呼応し，都市計画学会ではエリアマネジメントの進め⽅，⼈材育成
について提案を⾏っている．この書では⾃⽴的に⾏動することができる組織，街の仕組みを
整えることがエリアマネジメントの姿として捉えられているようである（エリアマネジメン
ト・メソッド）．

（出典）岡崎市，「⼄川リバーフロント地区公⺠連携まちづくり
基本計画」，平成30年3⽉策定

（出典）さいたま市都市計画マスタープラン

（出典）豊⽥市駅⻄⼝エリアまちづくりプラットフォーム，「豊⽥市駅⻄⼝エリア 未来
ビジョン【概要版】」，2021年3⽉12⽇

（出典）保井美樹・泉⼭塁威・⽇本都市計画学
会・エリアマネジメント⼈材育成研究
会 編著，学芸出版、2021年

作成；永家（⼤分⾼専准教授）

（参考）エリアマネジメントの実践事例


